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順位 植物種名（一般名） 登録塩基数※1 ゲノムサイズ（単位：b（ベース）） （単位：Mb）※2
1 Oryza sativa（イネ） 397,636,312 430
2 Arabidopsis thaliana（シロイヌナズナ） 313,816,117 125
3 Brassica oleracea（キャベツ、ブロッコリー） 195,244,865 1,200
4 Glycine max（ダイズ） 116,211,613 1,290～1,810
5 Zea mays（トウモロコシ） 102,365,381 2,300
6 Lycopersicon esculentum（トマト） 84,099,550 950
7 Medicago truncatula（タルウマゴヤシ） 73,695,194 450
8 Hordeum vulgare（オオムギ） 70,306,697 4,800
9 Chlamydomonas reinhardtii（コナミドリムシ） 64,781,512 100
10 Sorghum bicolor（ソルガム） 42,412,607 750
11 Triticum aestivum（コムギ） 37,072,790 16,000
12 Solanum tuberosum（ジャガイモ） 36,961,099 －
13 Physcomitrella patens（ヒメツリガネゴケ） 25,834,542 400
14 Pinus taeda（マツ） 18,645,322 －

































































































































































































































































































































































































































































































































































































（ International Service for the
Acquisition of Agri-biotech Appli-
cations）の調べでは、2001年の
世界の遺伝子組換え植物の栽培面
積は、初めて5千万ヘクタールを
超え、前年比19％増の5,260万ヘ
クタール（世界の全耕地面積約
13.8億ヘクタールの3.8％）に達
した。しかしながら、その面積の
77％が除草剤耐性のダイズ、トウ
モロコシ、ワタであり、15％が
Bt植物（殺虫性タンパクを導入し
た耐虫性植物）であるように、実
際に普及した植物の種類は現時点
ではごく限られたものとなってい
る。これらの除草剤耐性植物、Bt
植物は、植物のゲノム上に存在す
る遺伝子の機能を利用したもので
はなく、いずれも微生物から単離
した単一の遺伝子を植物に導入し
て、新たな機能を付与した植物で
ある。
第３章で紹介した乾燥ストレス
耐性の付与に関する研究成果のよ
うに、植物の遺伝子の機能を解明
して、植物に目的とする機能を付
与する技術は、シロイヌナズナに
関するゲノム研究が進展した近年
になって初めて開発が進んできた
技術であり、今後フィールドテス
トを経て種々の改良を加えなが
ら、技術の有効性が評価できる段
階にようやくたどり着いたところ
である。同様に、食料・環境問題
のような地球規模の課題解決に寄
与する植物（例えば、高生産性植
物、耐塩性植物、耐乾燥性植物、
重金属吸収植物、NOx･SOx吸
収・分解植物）の多くについては、
植物の代謝やシグナル伝達などの
基本的な機能に関わる多数の遺伝
子を詳細に解析し、その機能を十
分に活用して、目的とする特性を
付与する必要があるものが多いと
考えられている。
したがって、分子植物科学の将
来において、食料・環境問題のよ
うな地球規模での課題解決に寄与
するような高い目標を達成するた
めには、イネやシロイヌナズナな
どのモデル植物を活用し、目標と
する植物の特性に関与する遺伝子
の機能解明を中心に、高等植物の
分子レベルでの理解を一層深めて
いくことが不可欠といえる。
2000年12月、日米英の国際コ
ンソーシアムが、高等植物として
は初めて、シロイヌナズナゲノム
の全塩基配列解読を達成したこと
をNature に報告した。また、
2002年4月にはシンジェンタ社及
び中国の北京ゲノム研究所が、そ
れぞれイネゲノムの全塩基配列解
読を達成したことをScienceに報
告した。遺伝子の機能解明に必要
な研究基盤が整ってきたことに伴
い、商用作物を含めた植物の遺伝
子の機能解明が今後大幅に効率化
し、有用遺伝子の機能解明に係る
国際競争が一層厳しくなってくる
ことが推測できる。
また、分子植物科学の成果を食
料問題・環境問題など地球規模で
の課題解決に結びつけていくた
め、遺伝子組換え植物の安全性・
信頼性を高めつつ、人類の生存に
有効な植物を開発していくことも
求められるところである。
したがって、植物の有する研究
上の特性（遺伝子組換えなどによ
り、遺伝子の機能解析に必要な研
究素材を容易に作成できること）
を十分に認識し、国内の農業・植
物研究に関わる全ての研究勢力を
有効に活用し、分子植物科学の研
究成果をいち早く人類の共通財産
としていくことが重要である。
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